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農 業特集号 港を意味し、これに雪環を頂かせて五港�

のひとつ新潟をあらわす�

港のしるし錨と中�

央の五をもって、安�

政５年通商条約に�

より指定された五�

市　章�

“農”とともにある暮らし
都 市 と の 共 存

広
大
な
越
後
平
野
の
中
に
位
置
す
る
新
潟
市
。
市

域
の
約
６
割
が
農
業
地
域
で
す
。

農
業
は
、
本
市
の
重
要
な
産
業
の
一
つ
で
す
。
四

季
折
々
に
豊
か
な
恵
み
を
も
た
ら
し
、
そ
こ
に
息
づ

く
緑
の
空
間
は
、
自
然
の
営
み
と
移
り
ゆ
く
季
節
を

教
え
、
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

農
業
従
事
者
の
減
少
や
米
の
生
産
調
整
、
農
産
物

の
輸
入
量
の
増
加
な
ど
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
市
民
生

活
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
農
業
を
守
り
育
て
て
い

く
こ
と
は
、
本
市
の
発
展
に
重
要
で
す
。

現
在
、
本
市
と
周
辺
市
町
村
で
は
「
新
潟
地
域
合

併
問
題
協
議
会
」
を
設
置
し
、
広
域
合
併
に
向
け
た

協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

広
域
合
併
と
と
も
に
農
業
地
域
が
広
が
り
、
農
業

の
持
つ
多
面
的
な
機
能
を
、
さ
ら
に
発
揮
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
ま
す
ま
す
必
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。

市
で
は
、
新
潟
市
な
ら
で
は
の
農
産
物
を
園
芸
銘

産
品
と
し
て
育
成
す
る
た
め
に
、
各
種
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
担
い
手
の
育
成
や
農
業
経
営
の
強
化
を

図
り
、
農
業
を
支
え
る
土
地
改
良
や
集
出
荷
施
設
な

ど
の
各
種
基
盤
の
整
備
や
保
全
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
安
全
で
新
鮮
な
農
産
物
が
、
消
費
者
に
供

給
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、
環
境
に
配
慮
し
た
栽
培

技
術
や
生
産
性
の
向
上
を
図
る
施
策
を
展
開
す
る
と

と
も
に
、
田
園
を
生
か
し
た
ふ
れ
あ
い
の
場
作
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

都
市
と
の
共
存
を
目
指
す
本
市
の
農
業
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。
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